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＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種について

　11/13,14,15で実施。職員及び通所メンバーはなるべく受けること。

　通所メンバーについては、外来受診日を避けて予防接種するよう伝えるが、上記日程で受けることの出来ないメンバーについては、外来受診日に受けることとする。

　メンバーの予防接種の把握については、各担当者が確認して10/31までに一覧に記載する事とする。

・人事考課について、本日通所スタッフ全員分を江刺家ＩＯＯへ提出している。

・他部署で事故報告書の提出が遅れたとの事。事故後は早急に提出するように留意する。

＜外来患者様情報＞

・秋山　和子様～「腕が筋肉痛」と主治医に伝えている。しかし、話の内容は若い時に働いていた時や、デイケアで水汲み当番をしていて筋肉痛になったなどの話や青山荘入居者（デイケア利用）の田澤様が退所する話等もしていた。ナパゲルン軟膏処方となる。

・溝越　キク様～就床前薬を服用できていない事から止めとなっている。不眠が続くようであれば報告するよう主治医より指示ある。デイケアについて、体育館使用日に通所日を変えたいという事あり主治医からは通所スタッフと訪問看護ステーション五福に相談し調整してもらうよう指示あり。デイケアでは、体育館使用日以外でも運動プログラムに参加している事から、本人と訪看スタッフと話し合い通所日及び訪問看護日の日程調整を行っていく。日程が決まり次第、外来及び関係機関へ報告する事とする。

・村井　節子様～日中の眠気が強いとの訴えあり処方変更となっている。

・田名部　浩平様～薬は定期的に服用しており特に変化はないと、本人より報告あり。本日、お母様

は受診同行せず。

・淡路　智恵子様～本日、外来受診予定日ではないが受診している。タバコを今まで吸っていた物から値段の安い物へと変更したことを主治医へ報告している。主治医より、タバコは吸わないほうが良いと助言ある。

・神山　和典様～本日受診にて、「友達と魚が･･･」と話しナイトケアを休む事を話している。最近、ナイトケアを遅刻する事多いため、主治医より生活リズムの確立の為、定時にナイトケアへ行くよう指示ある。

・戸賀沢　潔様～主治医より、借金返済の事について話しあるが、今月で返済終了すると話している。通所では、借金が増えている情報を得た事から、詳しく調べ主治医及び関係機関へ報告する事としている。

＜利用者様情報＞

・田名部　浩平様～通所をしばらく休む事あるが、本日外来受診している。母様より受診費3千円をもらい受診しているが、「旅行の支度をしなければならない」との理由で受診後直ぐに帰宅する。本日通所スタッフより母様に連絡し、明後日の通所についての確認をとる。

・松永　勘五郎様～夏の期間、夏ばてによる体重減少を防ぐ為に体重測定を臨時で定期的に行っていたが、体重も52ｋｇ前後と安定しており、食事も摂れている事から月に1度の定期測定に戻す事とする。

・大釜　久直様～本日、うみねこ幸房利用者様より「大釜さん、お金ないのにパウンドケーキ（300円）１つ買っていきましたよ」と情報提供ある。本人に確認したところ、購入した事を認め持って帰るという。早めに食べるよう伝えている。

・清水　泰雅様～昨日の外来受診にて便秘が5日間続いていると主治医に伝えている。下剤処方となり便通改善されたとのこと。

＜プログラム検討＞


・通所のクリスマス忘年会について

　12/22に通所のクリスマス忘年会を予定しているが、デイケア・デイナイトケア共にメンバーの中から実行委員を3名ずつ選出する事とする。期日は10/31までとする。

＜勉強会＞

　「薬物療法の実際について」

　～当院で使われている薬の名前を覚えよう～

　～受け持ちメンバーに使われている薬と症状の関連について知ろう～

　向精神薬には

抗精神病薬・抗不安薬・抗うつ薬・抗躁薬・抗てんかん薬・睡眠薬・抗酒薬・抗パーキンソン薬

などがある。

『抗精神病薬』（メジャートランキライザー）

一般名　　　　　　　　　　　商品名

クロルプロマジン　　　　　　コントミン　　　①　　　

レボメプロマジン　　　　　　レボトミン

ハロペリドール　　　　　　　リントン　　　　②　　　　　陽性症状に効くもの

プロムペリドール　　　　　　インプロメン

　　　　　　　　

①は興奮の状態に効く

②は幻覚・妄想の状態に効く

スルピッド　　　　　　　　　ドグマチール

スルトプリド　　　　　　　　バルネチール･･･鎮静効果・躁状態に効果

ゾテピン　　　　　　　　　　ロドピン

『非定型抗精神病薬』

（上記の薬に比べて新しい物･･･第2世代）

　　リスパダール・ジプレキサ・ルーラン・セロクエル・エビリファイ

　　　※副作用が少ないという特徴

『抗不安薬』（マイナートランキラーザー）

　一般名　　　　　　　　　　　商品名

ジアゼパム　　　　　　　　　セルシン

エテゾラム　　　　　　　　　メディピース

ロラゼパム　　　　　　　　　ユーパン

アルプラゾラム　　　　　　　ソラナックス

オキサゼパム　　　　　　　　メイラックス

『抗パーキンソン薬』

一般名　　　　　　　　　　　商品名

プロメタジン　　　　　　　　ヒベルナ

ビペリデン　　　　　　　　　タスモリン・アキネトン

トリヘキシフェニジル　　　　アーテン

『抗酒薬』

一般名　　　　　　　　　　　商品名

シアナミド　　　　　　　　　シアナマイド

ジスルフィラム　　　　　　　ノックビン

『抗うつ薬』

アナフラニール・テトラミド・デプロメール・パキシル・トレドミン


　　　　　　　　　　

　新しい薬

『抗躁薬』

炭酸リチウム・リーマス


『抗てんかん薬』

フェノバール・フェニトイン・ヒダントール・アレピアチン

ダイヤモックス・リボトリール・テグレトール・デパケン・バレリン

『睡眠薬』

	作用時間
	適応型
	一般名
	商品名

	超短期

作用型
	入眠困難
	トリアゾラム

ゾピクロン
	ハルシオン

アモバン

	短期作用型
	入眠困難
	プロチゾラム
	グットミン

	中期

作用型


	中途覚醒
	エスタゾラム

ニトラゼパム

フルニトラゼパム
	ユーロジン

ネルボン

ロヒプノ－ル

	長期作用型
	早朝覚醒
	クアゼパム
	ドラール


緊急事態に当院でよく使う注射








